
 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ラ
ム 

逗
子 

太
郎 

イ
ラ
ス
ト 

逗
子 

し
ず
お 

 

「
ギ
フ
ト
」 

 

私
た
ち
夫
婦
と
雌
猫
の
小
さ
な
家
族
で
、
横
浜
大
倉
山
か

ら
こ
の
町
に
越
し
て
き
た
の
は
、
東
北
で
震
災
の
あ
っ
た
年

の
夏
の
終
わ
り
だ
。
海
岸
入
口
か
ら
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
入

り
、
大
き
な
松
の
木
が
点
在
す
る
静
か
な
住
宅
地
の
片
隅
に

居
を
構
え
、
最
初
に
し
た
こ
と
は
海
ま
で
散
歩
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
そ
こ
で
見
た
光
景
を
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

そ
れ
は
海
の
家
の
営
業
が
終
わ
る
日
曜
日
。
夕
暮
れ
時
、

引
っ
越
し
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
ビ
ー
サ
ン
に
履
き
替

え
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
出
て
、
東
郷
橋
を
渡
る
と
、
も
う
、 

逗
子
の
景
観
ま
ち
づ
く
り 

 

瓦
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平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日 

発
行 

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

１
３
４
号
線
の
下
に
設
け
ら
れ
た
中
央
海
岸
入
口
か
ら
海

が
見
え
た
。
海
か
ら
遠
く
離
れ
た
、
東
京
多
摩
地
区
で
生
ま

れ
育
っ
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
贅
沢
な
こ
と
だ
。 

や
が
て
砂
浜
に
着
き
、
夕
陽
が
き
れ
い
だ
と
妻
と
話
し

て
、
ふ
と
東
岸
を
見
る
と
、
沢
山
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
い

た
。
な
に
か
あ
る
の
か
な
、
と
急
ぎ
足
で
向
か
う
と
、
人
々

が
富
士
山
の
向
こ
う
に
沈
む
夕
陽
を
た
だ
た
だ
見
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
新
鮮
な
驚
き
だ
っ
た
。
い
ま
だ
か
つ

て
暮
ら
し
た
町
で
、
人
が
集
ま
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
お
祭

り
、
事
故
、
火
事
、
繁
盛
店
の
行
列
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
夕
陽

を
見
よ
う
と
集
ま
る
町
な
ど
一
つ
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
こ
の
町
に
越
し
て
き
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。 

 

そ
れ

か
ら
一
年
間
は
、
朝
夕
、
夫
婦
で
海
岸
ま
で
散
歩
し
て
い
た
。

当
時
私
は
閑
人
で
、
葉
山
で
働
く
妻
は
定
時
に
職
場
を
出
て

き
た
。
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
。
歩
く
道
は
同
じ
。
シ
ン

ボ
ル
ロ
ー
ド
か
ら
東
郷
橋
を
渡
り
、
海
岸
中
央
か
ら
波
打
ち

際
を
ぺ
た
ぺ
た
と
歩
き
、
渚
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
田
越
川
添

い
に
富
士
見
橋
ま
で
行
き
、
渚
マ
リ
ー
ナ
か
ら
シ
ネ
マ
ア
ミ

ー
ゴ
に
抜
け
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
か
ら
東
郷
橋
に
戻
る
。
毎

日
同
じ
道
を
同
じ
時
間
に
歩
い
て
い
て
も
、
海
と
空
の
表
情

が
一
日
と
同
じ
時
が
な
い
。 

 

散
歩
の
途
中
写
真
を
よ
く
撮
る
。 

 

そ
し
て
日
が
沈
む
の
を
見
守
る
。 

夕
暮
れ
時
に
海
岸
か
ら
見
る
富
士
は
素
晴
ら
し
い

の
が
、
渚
橋
の
下
を
く
ぐ
り
、
橋
の
た
も
と
を
額
縁

が
わ
り
に
し
て
見
る
光
景
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
に

美
し
い
。
夫
婦
で
じ
っ
と
足
を
止
め
、
こ
の
町
に
越

し
て
き
て
幸
運
を
感
謝
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。 
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「逗子海岸（浪子不動周辺）」 絵 土谷 正巳 

「富士見橋」   絵 土谷 正巳 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト スポンサー紹介 

   

 

 
 

  

 

 

 

湘南の心地よい暮らしを提案します 

木材から家、 

ガーデニング・リフォーム ご相談ください 

TEL:046-873-0066   HP: http://www.kirigaya.jp 

（水曜定休日） 

景観シンポジウムやフォトコンテスト、瓦版のバックナンバーは HP も見てね♪

→http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/machi/  

 

景観シンポジウム 第一部 カルチャーフォーラムのお知らせ 

逗子の景観まちづくり瓦版の作成をずっと支え続けてくださっていた、NPO 法人 逗子の文化をつなぎ

深める会の皆さんにより、「瓦版を通して逗子の景観を考える」をテーマに座談会が行われます！ 

 今まで瓦版に掲載されたイラスト画やコラムを寄稿された方々が集い、その時の想いや逗子の景観につい

て語り合うカルチャーフォーラムです！ 

 イラスト画やコラムは当日展示会も行います。逗子のステキな景観を、コラムやイラストで感じてみませ

んか？みなさんのお越しをお待ちしています☆ 

 

 

景観フォトコンテストの展示・投票会開催！ 

 

沢山集まった逗子のステキな景観をぜひ 

見に来てくださいね☆ 

 

日時 10月 12日（土）～10月 19日（土） 

場所 逗子文化プラザホール 1階ギャラリー 

投票期間は 10月 18日（金）12時まで！ 

 

http://www.kirigaya.jp/

